
13−はびきの　2016.11.1−

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 950-5501
☎ 952-2750
☎ 957-5553
☎ 937-2355
☎ 950-2002

●古市図書館  ☎ 958-0050（水～日曜日 10：00～17：30）
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎937-7210（火・木・金曜日13:30～16:30）●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

市
内
図
書
館

●ちびっこサロン
　～おはなし・手遊び・おりがみ など～
[ 日時 ] 11 月 9 日㈬ 10:30 ～
[ 場所 ] 森のゆうびん局 (市役所敷地内)

●読書月間スタンプラリー
　市内の図書館（右上に記載）で、12 月
28 日㈬まで実施中です。各図書館で本
を借りると１日１個（※水曜日は２個）
スタンプを押します。スタンプ６個で、
特製シールをプレゼント。

●第 12 回おはなしライブ
＜主催：おはなしボランティアグループ「はびきの」＞
[ 日時 ] 11 月 26 日㈯
　　　　   13:00 開場
　　　　   13:30 開演
[ 場所 ] LIC はびきの３階　音楽実習室
～プログラム～
おはなし「千里山おくの山んば」
絵本「メリークリスマスおおかみさん」ほか

●●今月の休館日●●
11月30日㈬

読んでみませんか？

『親とさよならする前に』
清水 晶子／著
サンクチュアリ出版
　あなたは、自分の親
のことをどれだけ知っ
ていますか？いつかや
ってくる「その日」の
ために、親と話してお
きたい、やっておきたい 64 のこと。

『昭和十八年　幻の箱根駅伝』
澤
さわみや

宮 優
ゆう

／著
河出書房新社
　戦時中、軍部の圧力
で中止されていた箱根
駅伝。昭和十八年に再
開された大会に集った
若者たちの多くが、そ
の後の学徒動員により
戦地へと送られていきました。

『カレーライス』
小西 英子／作
福音館書店
　たまねぎ、にんじん、
じゃがいもを切って、お
肉といためてことこと煮
込んで…今夜はきっと、おいしいカレー
ライスが食べたくなる絵本です。

11 月のおはなし会
中央図書館   6 日㈰、13 日㈰

20 日㈰、27 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

  3 日㈷※、6 日㈰
13 日㈰、27 日㈰※ 11:00 ～

19 日㈯ 15:00 ～
20 日㈰
・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館 12 日㈯、26 日㈯ 15:00 ～
東部図書館   9 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 19 日㈯ 15:00 ～
丹比図書館 26 日㈯ 10:30 ～

※印の日は、外国語の本も読みます ※市内の全図書館が休館（休館日以外は、日・祝も開館）
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